
福岡県大野城市　建設環境部　連立・高架下活用推進室

〒816-8510　福岡県大野城市曙町二丁目２番１号

TEL:092-580-1967、Fax:092-572-8432

※連立事業の工期については延期されるという発表があり、現在福岡県で延期となる期間が

短縮できないか等についての検討が行われています。工期が明確になりましたら速やかに

市民の皆様にお知らせいたします。

大野城市

西鉄大牟田線

西鉄大牟田線

ミライへ

イマココ

①　「自分の」立ち位置を
　　知る、気づく

西鉄大牟田線

②　「誰かと」繋がる

③　「新しいコト」へ動き出す

～良い広告デザインとは？を学ぶ～』

～DIY リノベによる場づくりとコトづくり～』
　　　

うんのやすおみ

はんだみつる

●第６回　令和元年10月23日（水）
　　　『人に” 刺さる” 表現のコツ
　　　　　

●第７回　令和元年11月25日（月）
　　　『リノベーション×交流
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No.３

 　大野城市では、平成２８年に「大野城市高架下利用及び市街地活性化基本計画（案）、以下
基本計画（案）」を作成した以降も引き続き、西日本鉄道株式会社や専門家、大野城市内の関係
団体の代表の方々とともに、検討を行っており、その検討内容を広く市民のみなさまにも知っ
ていただくことを目的に、「高架下周辺まちづくりニュース」として取りまとめています。
　第３号となる今回は、第９回及び第１０回高架下利用まちづくり会議の内容を中心にみなさ
まにお知らせいたします。
　ぜひご覧いただき、今後の魅力あるまちづくりにご協力いただきますよう、よろしくお願い
申し上げます。
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（２）大野城市高架下活用勉強会の開催状況

　高架下周辺整備を契機とし、市の

魅力やにぎわいの創出に向けて、ま

ちづくりに関する意見交換や仲間づ

くりを目的とした「大野城高架下活

用勉強会」を実施しています。これ

からの大野城市全体のミライづくり

に向けて、市民が主体となって働き

かけ繋がりあいながら、互いに学ん

でいます。これまで、計７回開催し

ており、前回のまちづくニュース以

降に開催された第６回・第７回の勉

強会の概要をお知らせします。

企業から行政・地域団体まで、それぞれの立場における「デザ
インの最適化」を実践されている耘野康臣氏（NPO 法人九州コ
ミュニティ研究所理事長）を講師にお迎えし、効果的な情報デ
ザインのコツや「人に刺さる」広告戦略の基礎を学びました。
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写真：下大利新駅舎　令和元年 12 月撮影

これまでの参加者から勉強会の企画募集により採用された
「DIY リノベ」をテーマとした勉強会が開催されました。久留米
市の「リノベ兄弟」として知られる半田満さんと一緒に、大野
城市の地域交流の拠点づくりを考えました。

都府楼前駅

白木原駅



　第 9 回会議では、前回までに検討した『事業コン

セプト』に基づく、各箇所の整備の方向性を示す『整

備コンセプト』について、筑紫中央高校前の複合型

交流施設及び駐輪場の整備イメージについて意見交

換を行いました。また、整備予定地をどのように利

活用していくかを整理する、『活用基本方針』の取り

まとめに向けて意見交換を行いました。

自分だけのちょっとした居場所・
趣味が見つかる、楽しめる・

地域イベントなどみんなで集いやすい・
Community

Education

Mobility

Wellness

erutluC erutluCCCuCCu eeultureulture

【主要ターゲットと活動・シーン】【事業コンセプト】 【整備の方向性と資源・コンテンツのイメージ】 【整備コンセプト】

近隣の住民

友だちと広場で遊ぶ・
子供向けのイベント、スクールに参加・

広場や施設での地域間の交流・

地域の子ども

子ども連れで楽しめる・
ママ友たちが知り合える、得意が生かせる・

家族の健康づくり・

子育て世代の
家族

生涯学習や生きがいづくり・
散歩や健康づくり・

活動を通した多世代間の交流・

大野城市の高
齢者

マルシェなどのにぎわいのイベント・
大野城トレイルを楽しむ・

高架下から始まる大野城のまち歩き・

筑紫地域を中
心とした市外
からの来訪者

様々な居場所をつくる

歩行者にやさしい、回遊を育む

大野城の歴史・文化や自然とつながる

まちと調和し、都市のシンボルとなる

豊かな緑を感じる

西鉄を利用す
る観光客

訪れたみんなが楽しめる・交流できる

太宰府・水城など歴史資源探索・
西鉄での観光途中の立ち寄り・

高架下周辺の話題のスポットへのおでかけ・

・自分に合った居場所がみつかる多様な滞留スペース
・日常からイベント時まで、さまざまな活用に対応す
る仕掛け、交流を育むデザイン
・子どもからお年寄りまでの遊びの場・学びの場

・回遊を促す、歩きたくなる仕掛け
・誰にでもにやさしいユニバーサルデザイン
・東西方向、南北方向へのつながり

・大野城トレイルとつながる
・歴史をとりこむ、気づきが生まれる仕掛け
・大野城の自然、大野城らしさを感じられる
デザイン

・まちのスケールを大事に、生活環境との調
和を図る
・東西方向のつながりを感じられる抜け感
・ヒューマンスケールに対応したデザイン
・都市景観をけん引するデザイン

・都市を潤す緑を育む、いかす
・周辺の自然環境とつながる
・１年を通して四季の移ろいを感じ、木々の
成長とともに風景の成熟を感じる

・ゆっくりできるカフェ

・学習、図書スペース

・キッズスペース

・定期的なイベント

・カルチャースクール

・屋根のある道

・シェアサイクル

・足にやさしい舗装

・次世代モビリティ

・歩きたくなるサイン

・おおののき、水城などの

史跡や太宰府とのつながり

・大野城トレイル

・地域産材、地産地消

・ものづくりの技術、文化

・高架構造物や住宅地との調和

・ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝなどの魅力づくり

・高質なオープンスペース

・市民ガーデンなど参加し

て育む場

・周囲の山なみや牛頸川、

御笠川とのつながり

・桜並木とのつながり

・潤いある足元や通りの緑

・季節を感じる草花

通勤途中の休憩、立ち寄り・
パーソナルモビリティでの移動・

多様な働き方を支えるコワーキングの利用・

通勤で利用す
る働き世代

歩きや自転車が安全で快適なみち・
部活動の練習や発表・
放課後の居場所・

自主勉強や学外スクール・

近くの学校に
通う生徒

Diversity

Park Line

ONOJO
 Landscape

多様な人々にとって
この場所ならではの

使い方ができるデザイン

高架沿いから公園のような
雰囲気がまちに広がっていく
歩きたくなるデザイン

大野城ならではの
新たな風景を生み出す

デザイン
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　整備コンセプトについて､下図の通り方針を共有しました。この整備コンセプトに基づき、

具体的な整備イメージに展開していくものとします。

■断面イメージ（筑紫中央高校前広場及び複合施設）

とい

令和元年 10月 25 日 ( 金 )

●整備イメージについて

令和元年 11月 29 日 ( 金 )　

●活用基本方針について

　これまでの会議での検討事項の振り返りと、前回に

引続き活用基本方針について意見交換を行いました。

　なお、これまで計 10 回の会議で議論してきた事業・

整備・活用についての内容は、今年度を目途に最終的

な成果として取りまとめていく予定です。とりまとめ

結果については、順次市民の皆さんにお知らせしてい

きたいと考えています。

●活用基本方針取りまとめに向けて

　高架下周辺の利活用の実現に向け、短

期・中期・長期におけるステップを示し、

活用方針について意見交換を行いまし

た。また、運営体制や資金運営、プロモー

ションの必要性についてなど、今後の課

題について共有しました。

●整備コンセプトについて
　最終的な取りまとめに向け、市の整備

内容について確認しました。また、広場

及び複合施設（筑紫中央高校前）につい

ては、建築施設の配置やデザインの考え

方について意見交換を行いました。歩行

者にやさしい高架下周辺の空間づくりに

向けて、道路や自転車の考え方も合わせ

て整理していく必要があります。なお、

民間建築施設に関する配置の考え方や細

かなルール等については、引き続き西鉄

と協議を行いながら検討を進めていきま

す。

樋などを
おさめる

設備を見えないように

裏をつくらない
1ｍ

1ｍセットバックする
（1F レベル）

　活用基本方針の取りまとめに向け、高架下周

辺ににぎわいが育まれていくための方針や取組

みのイメージを整理し、利活用の方向性につい

て共有しました。

（１）高架下利用まちづくり会議の進捗状況
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整備コンセプトと建築施設の整備イメージ、整備後の利活用の方針について意
見交換を行いました。

第９回 最終的な取りまとめに向けて、これまでの検討事項の振り返りと、整備後の活
用基本方針について意見交換を行いました。

第 10 回

など

管理主体
大野城市

西日本鉄道株式会社
周辺自治体など

地域団体
商店会・商工会

市民・民間

事業者
地域外の団体

など

活動グループ

・地域や事業者、行政、西鉄など
の多様な連携体制の構築が必要

・様々な参加を育むための仕組み
づくりが必要

・将来的なまちづくりに向けた短
中長期の戦略が必要

連携の体制・
仕組みが必要

体制や仕組み、戦略構築に
向けた、資金や人材の確保

学びを育む

活動を育む

つながりを育む

市民が主役となり、
みんなで育む取組みづくり【

利
活
用
の
方
向
性
】

　基本計画（案）で示されたように、高架下周辺は、市民が主役
となり主体的にこの場所を活用することにより、場のにぎわいが
生まれ、その活気が周囲に波及し、さらにはこの場所から高架下
周辺や地域の魅力が発信されていくことが求められます。


